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◎ 特集 ★魅力再発見！
新しくなった曽木の滝公園へ行こう！
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　滝幅 210 ｍ、高さ 12 ｍの大滝で、滝幅は日本一を誇り、その壮大なスケール
から「東洋のナイアガラ」と称される曽木の滝。暑いこの時期に轟

ごうごう

々と流れ落ち
る瀑布を見て涼みませんか。滝周辺にはユニークな場所も盛りだくさん。園路舗
装工事も行われ、プチリニューアルした曽木の滝公園へ出かけてみよう！

★曽木大橋の撤去が完了

展望台

福姫かっぱ
そば庵

滝のや
なりざわ

花筵

展望所

●強兵衛の力石

●どくろ岩

その名のとおり「どくろ」
に見えることから名付けら
れました。

●白蓮歌碑

魅力再発見！

現在

現在

⑦

②

①

①

★Ａ

★Ｂ

④ ③

②

③

④

⑥

⑤

工事前

工事前

★Ａ

★Ｂ

ココが新しくなった！

　
　

　
　

　
　

　

　　　曽木の滝周辺

　
　

　
　

展

望所の一部がガラス床だよ
　

　
　

　
　

　
　

　おすすめスポット！

★店舗前の園路舗装が完了
　車いすが通りやすいように砂利道を舗装
　しました。（園内の車いすは常備６台）

歌碑に刻まれた歌は、Ｎ
ＨＫ連続テレビ小説「花
子とアン」で知られる歌
人、柳原白蓮が昭和 32
年に世界平和運動の講演
で訪れた際、詠まれたも
のです。

力持ちで有名な押川強兵衛
（新納忠元の家臣）が並べ

た石であると伝えられてい
ます。
別説によると、豊臣秀吉が
曽木の滝を見物するときに
座った石だとか。

● RV パーク

キャンピングカーなどが
利用できる電源設備を備
えた駐車場です。
利用予約：福姫カッパ

　☎㉘ 2929

レンタサイクル

新しくなった曽木の 滝公園へ行こう！
レンタサイクル

5001 円
延長 1 時間毎 100円

（３時間）台
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●曽木第１発電所遺構

●清水神社

●観光拠点施設

　伊佐が大好きな地元ガイドさんが、曽木の滝
周辺の魅力を余すところなくお伝えします。
◆ガイド時間帯　9：00 ～ 16：00
◆案内コース　30 分・60 分・90 分コース
　（ご都合に合わせてお選びください）
　※上記コース以外をご希望の人は事前にお
　　問い合わせください。
◆案内費用　20 人未満・・・500 円 /1 団体
　　　　　　20 人以上・・・1,000 円 /1 団体

曽木の滝周辺の観光には
ボランティアガイド「伊佐の風」をご利用ください！

★魅力再発見！

　　　　　　　　　明治 42 年に竣工し、
その出力は当時国内最

　　　　　　　　大級だったそう。
　昭和 40 年の鶴田ダム完成に伴い水没
することになりましたが、５～９月のこ
の時期だけ中世ヨーロッパの居城跡を思
わせるレンガ造りの建物が姿を現します。
　曽木の滝公園から車で約 2 分の曽木発
電所遺構展望公園から見物できます。

今しか見られない
絶景珍スポット！

⑦

⑥

⑤

　
　

　
　

　
　

　

　　　曽木の滝周辺

　
　

　
　

　
　

　

　おすすめスポット！

ガイド

◆申込受付時間
　火曜日～日曜日　10：00 ～ 17：00
　※月曜日が祝祭日の場合はその翌日が休館となります。
◆申込方法　申込書（市ホームページ掲載）に記入し、
　希望日の 10 日前までに FAX で提出してください。
◆申込・問い合わせ先
　伊佐市観光特産協会（曽木の滝公園内）
　　　　　　　　　　　☎０９９５・２８・２６００　　
　　　　　　　　　　　　０５０・３７３０・８７３１

明治 40 年に完成した出力 800kw
の発電所跡。今でも残る石積みの
ヘッドタンクなどが幻想的な空間
を演出しています。

瀧津姫命という、有名な縁結びの
神様が祭られており、ハートの
絵馬に願いを書けば「恋が叶う」
と言われています。

伊佐市の観光スポットや新曽木発
電所などを紹介しています。
10：00 ～ 17：00　
休館日：月曜日
※月曜日祝日の場合は翌平日

新しくなった曽木の 滝公園へ行こう！

★曽木第２発電所遺構

10 ～ 4 月
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伊佐市合併
周年記念10

募 集
市民提案事業

　

市
民
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
新

規
事
業
（
単
年
度
事
業
）
を
募
集
し
ま
す
。

【
事
業
期
間
】　
平
成
30
年
4
月
1
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
31
年
3
月
31
日

【
対
象
事
業
】

 

・
広
く
市
民
等
を
対
象
と
す
る
事
業

 

・
地
域
振
興
に
役
立
て
る
な
ど
、
市
政
の
発

　

展
に
貢
献
す
る
事
業

 

・
交
流
の
拡
大
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
貢
献

　

す
る
事
業

 

・
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
で
き
る
事
業

 

・
市
民
の
一
体
感
や
郷
土
愛
の
醸
成
に
貢
献

　

す
る
事
業　

な
ど

※
申
請
は
１
団
体
１
事
業
限
り
で
す
。

【
助
成
額
】

　

上
限
50
万
円
（
５
件
程
度
を
想
定
）

※
内
容
や
件
数
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

【
対
象
外
事
業
】

　

公
序
良
俗
に
反
す
る
事
業
、
政
治
・
思
想

ま
た
は
宗
教
活
動
を
目
的
と
す
る
事
業
、
営

利
ま
た
は
売
名
を
目
的
と
す
る
事
業
な
ど

【
応
募
資
格
】 

 

・
伊
佐
市
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
し
て
い
る

　

人
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体

 

・
主
に
伊
佐
市
で
活
動
し
て
い
る
か
、
活
動

　

実
績
の
あ
る
団
体

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

　

伊
佐
市
は
平
成
30
年
11
月
1
日

を
も
っ
て
、
市
制
施
行
10
周
年
を

迎
え
ま
す
。

「
市
民
提
案
事
業
」
募
集

　市制施行 10 周年を迎える節目の年を市民の皆さんとお祝いし、今後の市の発展と
一体感の更なる醸成を図るため、市民団体等が企画・運営及び実施するイベントや取
組みに対し補助金を交付します。
　また開催される記念事業等に親しみを持ってもらえるよう、伊佐市をＰＲするもの
として、市制 10 周年記念ロゴ及びキャッチフレーズを募集します。
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募
集
内
容

○
伊
佐
市
の
特
性
を
表
し
て
い
る
も
の

○
10
周
年
を
印
象
付
け
る
も
の

○
伊
佐
市
の
未
来
を
想
像
さ
せ
る
も
の

※
ロ
ゴ
は
10
周
年
と
分
か
る
よ
う
「
10
」
ま

　

た
は
「
10 

th
」
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
に
取
り

　

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
20
字
以
内
で
す
。

【
応
募
資
格
】

　

伊
佐
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人

【
応
募
方
法
】

○
応
募
用
紙
に
作
品
を
添
付
し
、郵
送
、メ
ー

　

ル
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
応
募
用
紙
に
作
品
の
説
明
、
住
所
、
氏
名
、

　

年
齢
、
職
業
（
学
校
名
・
学
年
）、
電
話

　

番
号
を
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

○
応
募
は
未
発
表
の
自
作
の
も
の
で
、
１
人

　

１
点
限
り
で
す
。

※
応
募
用
紙
は
大
口
庁
舎
（
企
画
政
策
課
・

　

市
民
課
）、
菱
刈
庁
舎
（
地
域
総
務
課
）、

　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
入
手
で
き
る

　

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

【
応
募
締
切
】　

9
月
29
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
29
日
必
着

【
表
　
　
彰
】

○
ロ
ゴ
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
も
に
最
優

　

秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
数
点

○
最
優
秀
賞
は
平
成
30
年
11
月
10
日
開
催
予

　

定
の
市
制
10
周
年
記
念
式
典
で
表
彰
し
ま

　

す
。

○
審
査
結
果
は
、
入
賞
者
に
直
接
通
知
す
る

　

と
と
も
に
、
市
の
広
報
紙
及
び
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

※
こ
の
発
表
を
も
っ
て
入
賞
者
以
外
の
人
へ

　

の
結
果
通
知
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

　

す
。

【
最
優
秀
作
品
の
利
用
】

　

10
周
年
記
念
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
て

製
作
す
る
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
に
使
用

す
る
ほ
か
、
広
報
紙
、
各
種
印
刷
物
、
各
種

Ｐ
Ｒ
等
に
使
用
す
る
予
定
で
す
。

【
著
作
権
な
ど
】

○
採
用
作
品
に
お
け
る
す
べ
て
の
権
利
は
、

　

市
に
帰
属
し
ま
す
。

○
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

○
採
用
作
品
を
使
用
す
る
に
あ
た
り
、
作
品

　

を
補
正
・
修
正
ま
た
は
モ
ノ
ク
ロ
で
使
用

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

9
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
、
申
請
用
紙
に

記
入
の
う
え
、
必
要
書
類
を
添
え
て
郵
送
、

メ
ー
ル
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
審
査
の

う
え
、
採
否
を
決
定
・
通
知
し
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
は
29
日
必
着

※
申
請
用
紙
は
、大
口
庁
舎
（
企
画
政
策
課
・

　

市
民
課
）、
菱
刈
庁
舎
（
地
域
総
務
課
）、

　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
入
手
で
き
る

　

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

『
ロ
ゴ
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
』

募
集

【応募・問い合わせ先】
〒８９５―２５１１
伊佐市大口里１８８８番地
企画政策課政策第１係

☎㉓１３１１
seisaku@city.isa.lg.jp
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も
「
西
郷
隆
盛
に
つ
い
て
書

い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
っ

て
も
な
い
要
請
で
あ
っ
た
。

海
音
寺
の
歴
史
解
釈
に
裏
打

ち
さ
れ
た
人
間
勉
強
が
自
己

の
運
命
を
開
か
せ
、史
伝「
西

郷
隆
盛
」
を
補
完
す
る
ユ
ニ

ー
ク
な
「
明
治
太
平
記
」
誕

生
の
き
っ
か
け
が
得
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
れ
以
前
の
昭
和
10
年
～
11
年
に
か
け
て
、

海
音
寺
は
『
国
民
新
聞
』
に
「
狂

き
ょ
う
ひ
ょ
う飇

時
代
」
を
、

『
報
知
新
聞
』
に
「
暴
風
の
旗
」
を
連
載
し
た
が
、

新
聞
小
説
の
読
者
の
傾
向
を
眼
中
に
置
か
な
か

っ
た
た
め
、
ど
ち
ら
も
し
く
じ
る
と
い
う
苦
杯

を
嘗な

め
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
じ
轍て

つ

を
踏
ま
な

い
よ
う
に
、
今
度
の
「
明
治
太
平
記
」
で
は
背

水
の
陣
を
し
き
、
読
者
の
興
味
を
そ
そ
る
工
夫

を
随
所
に
凝
ら
し
た
。
読
み
や
す
さ
を
重
視
し

た
文
体
改
造
に
も
努
め
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

屈
曲
し
長
か
っ
た
文
章
を
短
く
改
め
た
。
そ
う

し
た
努
力
の
甲
斐
が
あ
っ
て
、
こ
の
連
載
は
見

事
に
成
功
し
、
読
者
か
ら
も
作
家
仲
間
か
ら
も

好
評
を
博
し
た
。

　
「
明
治
太
平
記
」
は
、海
音
寺
が
初
め
て
『
読

売
新
聞
』
と
い
う
大
舞
台
で
大
輪
の
花
を
咲

か
せ
る
魁

さ
き
が
けと

な
っ
た
。
西
郷
隆
盛
を
本
尊
と

し
、
両
脇
に
桐
野
利
秋
や
旧
会
津
藩
士
・
滝
山

修
平
を
据
え
、
そ
の
脇

き
ょ
う

侍じ

か
ら
西
郷
を
照
ら
す

方
法
で
明
治
６
年
の
政
変
頃
ま
で
を
描
い
て
い

る
。
こ
の
時
点
の
海
音
寺
は
、
西
南
戦
争
で
西

郷
隆
盛
が
死
に
、
そ
の
翌
年
大
久
保
利
通
が
暗

　
「
明
治
太
平
記
」
は
、
１
９
５
１
（
昭
和
26
）

年
６
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
『
読
売
新
聞
』

夕
刊
に
連
載
さ
れ
た
歴
史
小
説
で
あ
る
。
執
筆

前
後
の
状
況
を
『
海
音
寺
潮
五
郎
全
集
』
第
12

巻
の
「
あ
と
が
き
」
や
「
自
筆
年
譜
」（『
三
友
』

第
６
号
付
録
、
昭
和
33
・
11
・
３
）
に
よ
っ
て

要
約
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

昭
和
19
年
５
月
～
23
年
11
月
ま
で
大
口
に
疎

開
し
て
い
た
海
音
寺
は
、
中
沢
巠み

ち
お夫

ら
知
友
の

招
請
も
あ
っ
て
上
京
し
た
が
、
敗
戦
後
の
混
乱

期
と
い
う
悪
気
流
も
手
伝
っ
て
、
原
稿
生
活
は

予
想
以
上
に
厳
し
か
っ
た
。
昭
和
25
年
秋
頃
に

は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
原
稿
持

ち
込
み
を
『
週
刊
現
代
』
や
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』

に
し
た
り
し
て
急
場
を
凌し

の

い
だ
と
言
う
。
後
か

ら
振
り
返
れ
ば
、
作
家
人
生
の
ど
ん
底
を
綱
渡

り
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
同
じ
頃
、
地
方

鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
教
授　

古
閑　

章

―
執
筆
経
緯
お
よ
び
誕
生
秘
話
―

の
一
流
新
聞
か
ら
連
載
小
説
の
依
頼
を
受
け
た
。

海
音
寺
は
、
歴
史
上
の
偉
人
た
ち
の
履
歴
を
調

べ
た
経
験
か
ら
「
自
分
の
運
命
も
や
が
て
開
け

る
。
慌
て
て
飛
び
つ
か
ず
、
も
う
少
し
時
期
を

待
て
ば
も
っ
と
い
い
話
が
来
る
は
ず
だ
」
と
我

慢
し
た
。
す
る
と
、
数
日
後
『
読
売
新
聞
』
か

ら
原
稿
依
頼
が
舞
い
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ

海
音
寺
潮
五
郎

没
後
40
年  

―
そ
の
人
間
性
や
文
学
の
魅
力
を
探
る
―

伊
佐
が
生
ん
だ
偉
大
な
歴
史
作
家

全
６
回
連
載

　

第
三
回　
「
明
治
太
平
記
」
を
読
む
（
上
）

殺
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
書
け
ば
、
西
郷
の
史
伝

は
完
成
す
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
こ

ま
で
書
き
継
ぐ
た
め
に
は
１
～
２
年
の
連
載
で

は
足
り
な
い
。
あ
れ
こ
れ
想
を
練
っ
た
海
音
寺

は
、第
一
部
の
「
明
治
太
平
記
」
が
好
評
な
ら
ば
、

準
備
期
間
を
置
い
て
、
第
二
部
・
第
三
部
と
筆

を
費
や
し
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
約
束
を
あ
ら

か
じ
め
担
当
部
長
に
取
り
付
け
て
お
い
た
。
そ

し
て
約
２
０
０
回
の
連
載
が
好
評
裡り

に
終
了
し
、

次
の
第
二
部
に
取
り
掛
か
ろ
う
と
し
て
い
た
昭

和
28
年
２
月
末
～
３
月
初
旬
頃
、
突
然
、
先
の

部
長
か
ら
「
大
阪
本
社
に
転
勤
に
な
っ
た
の

で
、
大
阪
の
新
読
者
に
向
け
た
連
載
小
説
を
書

い
て
ほ
し
い
。「
明
治
太
平
記
」の
第
二
部
で
は
、

第
一
部
に
馴
染
み
の
薄
い
読
者
に
は
ま
ず
い
の

で
、
蒙も

う
こ古

襲
来
を
書
い
て
貰
え
た
ら
あ
り
が
た

い
」
と
打
診
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
時
の
こ
と
を
「
元
来
自
分
は
相
手
の
申

し
出
に
応
じ
る
癖
が
あ
り
、
一
方
で
、
蒙
古
襲

来
と
い
う
歴
史
上
の
大
事
件
に
対
し
て
も
興
味

や
関
心
を
抱
い
て
い
た
の
で
相
手
の
要
求
を
受

け
入
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
よ
く
考
え
て

み
る
と
、
大
阪
の
読
者
に
向
け
て
「
明
治
太
平

記
」
の
第
二
部
を
独
立
し
た
作
品
と
し
て
発
表

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
し
、
十
分
に
面
白

い
も
の
を
書
く
自
信
は
あ
っ
た
」
と
回
想
し
て

い
る
。

　

も
し
、最
初
の
計
画
ど
お
り
「
明
治
太
平
記
」

の
続
篇
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
後
の
海
音

寺
文
学
は
ま
た
別
様
の
展
開
を
遂
げ
て
い
た
か

も
知
れ
な
い
。

明
治
太
平
記
　
海
音
寺
潮
五
郎

出
版
　
角
川
文
庫
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入場料　一般 1,500 円　高校生以下 1,000 円

会　場日　時 伊佐市文化会館
大ホール

13８ 日（日）月
開演 14 時

場　　所　大口生活改善センター（伊佐市文化会館近く）
内　　容　「すし具の素」作り体験
　　　　　※昼食と「すし具の素」350 円相当 ×10 袋付き
対 象 者　大口生活改善センターを初めて利用する
　　　　　18 歳以上の人
　　　　　※各日先着 10 人
参 加 費　1,000 円
準備するもの　エプロン、三角巾
申込方法　８月 10 日（木）までにお電話ください。

または２日（土）
日　　時　９月１日（金）

９時～ 15 時

体験談

　生活改善センターでは、めんつゆやドレッシング、味噌や
焼肉のタレなど、専属の指導員のもと加工技術を学べます。
詳しくはお問い合わせください。

朗   読  榎木孝明
×

ピアノ  西澤安澄
コラボコンサート

手づくりで美味しい食卓

チケット 好評発売中

申込・問い合わせ先　農政課農政第１係　☎㉓１３１１

　家の冷凍庫に１年ほど保存して、
いろんな料理に使っています。３
合のすし飯に１袋入れるだけで美
味しい混ぜご飯ができるのはもち
ろん、ひじきと煮たり、炒り豆腐
にしたり、卵焼きに入れたり万能
です。ちょっとしたお礼の品とし
てご近所さんに差し上げたらとて
も喜んでもらいました。

（40 代女性）

予約・問い合わせ先
文化スポーツ課文化係　☎㉖１５７８

※前売券・当日券は統一料金です。大口ふれあいセン
　ター、菱刈図書館等で購入できます。
※未就学児は入場できません。無料の託児サービスへ
　８月４日（金）までにご予約ください。
　詳しくは市ホームページまたはチラシをご覧ください。アルハンブラの

思い出
～ピアノと物語で誘うスペインの散歩道～

生活改善センター

体験活動参加者募集
冷凍保存

長期保存可
冷凍保存

長期保存可

無添加無添加

種類程の具材15ここでしか作れない味わい種類程の具材15ここでしか作れない味わい
アレンジ料理

多種多様
アレンジ料理

多種多様

おすすめ
ポイント
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試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉
若
干
名

一
般
行
政
Ⅰ
〈
臨
床
心
理
士
〉

　
　
　   

若
干
名

※
一
般
事
務
ま
た
は
技
術
に
従
事

一
般
行
政
Ⅱ
〈
保
健
師
〉　   

若
干
名

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
〉　
　    

若
干
名

一
般
行
政
Ⅱ
〈
建
築
〉　　

    

若
干
名

※
専
門
的
な
技
術
ま
た
は
一
般
事
務

　

に
従
事

受
験
資
格

　

次
の
試
験
区
分
ご
と
の
要
件
を
満

た
す
人

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
、
地
方

　

公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）

　

に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ

　

ん
。

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等

学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人
（
来
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

一
般
行
政
Ⅰ
〈
臨
床
心
理
士
〉

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
公
益
財
団
法
人
日
本
臨
床
心
理
士
資
格

認
定
協
会
が
認
定
す
る
臨
床
心
理
士
の
資
格

を
有
す
る
人
（
来
春
資
格
取
得
見
込
み
の
人

を
含
む
）

一
般
行
政
Ⅱ
〈
保
健
師
〉

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
人
（
来
春
資

格
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
・
建
築
〉

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒

業
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人
（
来
年
３
月
卒

業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

試
験
日
時

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
・
臨
床
心
理
士
〉

　

９
月
17
日
（
日
）
８
時
30
分
～

一
般
行
政
Ⅱ
〈
保
健
師
・
土
木
・
建
築
〉

　

９
月
17
日
（
日
）
13
時
～

試
験
会
場　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

第
１
次
試
験

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
・
臨
床
心
理
士
〉

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
及
び
作

文
試
験

一
般
行
政
Ⅱ
〈
保
健
師
〉

　

保
健
師
に
関
す
る
専
門
試
験
及
び
作

文
試
験

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
・
建
築
〉

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
専
門
試
験
及

び
作
文
試
験

第
２
次
試
験　

面
接
試
験

※
１
次
試
験
合
格
者
の
み

採
　
　
用

　

最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名
簿

に
登
載
し
、
平
成
30
年
４
月
以
降
、
必

要
に
応
じ
て
採
用
さ
れ
ま
す
。

受
験
手
続

　

総
務
課
に
備
え
付
け
の
受
験
申
込
書

兼
履
歴
書
（
上
半
身
写
真
貼
付
）
に
記

入
の
う
え
、
受
付
期
間
内
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
82
円
切
手
を
貼
っ
た

　

返
信
用
封
筒
を
同
封

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

７
月
24
日
（
月
）
～
８
月
18
日
（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
、
祝
日
は
除
く

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
職
員
係　
　
　

☎
�
１
３
１
１

平成 29年度

伊佐市職員採用試験

3 

※上記の変更点及びイメージ画像は現時点での予定であり、見直し・延期となる可能性がござ

います。 

■ 自治体向け新プラン概要
提供開始日 ：順次公開 

協定締結及びＰＤＦアップロード作業なしでアプリ配信を行うことができる「お手軽プラン」

と、より便利な機能でユーザーに行政情報をお届けできる「有料プラン」の 2 プランを新たに

ご案内いたします。 

○「お手軽プラン」概要
・2016 年 8月 16日現在で未導入の自治体が対象 ・自治体の費用負担なし 
・2017 年 9月 1日より提供開始予定 ・サービス利用期限は 2017年 3月 31 日まで ※終了後は「無料プラン」「有料プラン」への移行を協議 
・所定形式のＰＤＦファイルを各自治体ＨＰに掲載するだけでアプリへの配信が可能 

※オープンデータ化された広報紙にも順次対応 

○「有料プラン」概要
・全自治体が対象 
・2017 年 4月 1日より提供開始予定 ・その他、詳細は未定 

▼統一 QR ｺｰﾄﾞ　「広報いさ」が電子書籍になり、無料ア
プリ「マチイロ」を利用してスマートフォ
ン等で閲覧できます。毎月１日と 15 日に
は自動でお知らせが届き、いつでもどこで
も「広報いさ」を読むことができます。

1　　広報いさ お知らせ版　2017.07.15
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大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷

広報

いさ 【お知らせ版】

2017.7

お
知
ら
せ

　
人
権
と
は
、
だ
れ
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
持
っ
て
い
る
権
利
で
あ
り
、
幸
せ
に
生

き
る
た
め
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
一
人

ひ
と
り
が
真
剣
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
人
権
同
和
教
育
研
修
会

８
月
は
人
権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月

間

　
地
震
、火

災
、風

水
害
な
ど
の
災
害
に
よ
っ

て
住
宅
な
ど
の
財
産
に
損
害
を
受
け
た
場
合

（
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
限
り
ま
す
）

に
は
、
市
税
等
（
個
人
市
民
税
、
固
定
資
産

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
な
ど
）

及
び
県
税
（
個
人
事
業
税
、
自
動
車
税
、
不

税　目

期

固定資産税

２期

国民健康保険税

２期

納期限　７月 31 日（月）

納税のお知らせ

７月

日
　
　時
　
８
月
１
日
（
火
）

14
時
～

場
　
　所
　
伊
佐
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内
　
　容
　
人
権
啓
発
講
演
会

　「
笑
い
で
差
別
を
ふ
き
と
ば
そ
う
」
～
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
人
権
学
習
を
～

講
　
　師
　
コ
ン
ト
あ
お
ぞ
ら

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
☎
㉖
１
５
５
４

出演・演奏曲（出演順）

❶ 菱刈中学校吹奏楽部

　 高橋宏樹作曲「ふたつの伝承歌」

❷ 大口中央中学校吹奏楽部

　 Ｊ．スウェアリンジェン作曲 「時の流れ」

❸ 大口高等学校音楽部　　　　　

　 広瀬勇人作曲「アカシアの樹」

※３校の演奏終了後、講師の音楽家による

　講評があります。入場無料です。

　市内中学・高校の吹奏楽部と音楽部が、各

校の県大会出場曲を演奏します。

日　　時　７月 17 日（月・祝）

　　　　　14 時開演（15 時終演予定）

会　　場　伊佐市文化会館大ホール

中高生連携推進事業吹奏楽 合同発表会

自
然
災
害
に
よ
る
税
の
減
免
制
度

問い合わせ先文化スポーツ課文化係　☎㉖１５７８

動
産
取
得
税
、
個
人
県
民
税
、
産
業
廃
棄
物

税
）
の
減
免
や
納
入
期
限
の
延
長
な
ど
の
措

置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
☎
㉓
１
３
１
１

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
県
税
課

☎
０
９
９
５
・
６
３
・
８
１
２
６

　
広
報
い
さ
７
月
１
日
号

20
頁
に
掲
載

の
「
マ
ス
ゲ
ー
ム
講
習
会
」
の
開
始
時

間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

日
　
　時

　
７
月

20
日
（
木
）

19
時

30
分
～

変
更
の
お
知
ら
せ

■詳しくは「マチイロ https://machiiro.town」をご覧ください
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鹿児島県 衆議院議員選挙の小選挙区が改定されました。
次の衆議院議員総選挙からは、新しい選挙区で
選挙が行われます。

問い合わせ先　○総務省選挙部　○県選挙管理委員会　○市町村選挙管理委員会

改定前 改定後

区割り変更地図_表面_鹿児島県

鹿児島県

［改定前］ ［改定後］

志布志市

鹿児島市

伊佐市
出水市

薩摩川内市

霧島市
姶良市

薩摩郡

出水郡

いちき串木野市

薩摩川内市

阿
久
根
市

曽於市
日置市

鹿屋市

垂水市

指宿市

鹿 児 島 郡

中之島

口之島

平島

臥蛇島 小臥蛇島

諏訪之瀬島

吐噶列島

悪石島
鹿児島郡

奄美大島
奄
美
市

奄
美
市

大
島
郡

大島郡

喜界島

徳之島沖永良部島与論島

口永良部島
熊毛郡

大島郡

大島郡

瀬戸内町

肝 属 郡

大島郡大島郡

枕崎市

南さつま市

さつま町

長島町

大崎町

東串良町

肝付町

十島村

錦
江
町

南大隅町

西
之
表
市

熊  毛  郡

屋久島町

南種子町

十島村

鹿児島郡

鹿児島郡

黒島

三島村

三島村

龍郷町

大和村

喜界町

徳
之
島
町

中
種
子
町

和
泊
町

天
城
町

伊仙町
与論町

知名町

屋久島町

宇検村

志布志市

鹿児島市

伊佐市
出水市

薩摩川内市

霧島市
姶良市

薩摩郡

出水郡

いちき串木野市

薩摩川内市

阿
久
根
市

曽於市
日置市

鹿屋市

垂水市

指宿市

鹿 児 島 郡

中之島

口之島

平島

臥蛇島 小臥蛇島

諏訪之瀬島

吐噶列島

悪石島

竹島

宝島

硫黄島

鹿児島郡

奄美大島

小宝島

奄
美
市

奄
美
市

大
島
郡

大島郡

喜界島
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行政からのお知らせ

申込・問い合わせ先　財政課管財係（大口庁舎２階）　☎㉓１３１１

申込開始日　８月 10 日（木）

物件番号 所在地 種別 面積・構造  ※建物は延床面積 最低価格

1
  伊佐市大口大田 750 番 2

宅地     358.60 ㎡（108.5 坪）  　2,581,000 円
  伊佐市大口大田 750 番 8

2   伊佐市大口大田 750 番 7 宅地     258.29 ㎡（    78.1 坪） 　1,674,000 円 

3   伊佐市大口上町 12 番 13 宅地     167.44 ㎡（    50.7 坪） 　1,853,000 円

4   伊佐市大口上町 37 番 9 宅地     145.98 ㎡（    44.2 坪） 　1,539,000 円 

5   伊佐市大口上町 27 番 3 宅地     223.66 ㎡（    67.7 坪） 　4,592,000 円 

6   伊佐市菱刈川北 2081 番 3 宅地         98.09 ㎡（    29.7 坪）  　   392,000 円

９
  伊佐市大口里 1873 番 14

宅地     241.15 ㎡（    72.9 坪） 　2,457,000 円 
  伊佐市大口里 1873 番 20

10   伊佐市大口里 1873 番 9 宅地     176.61 ㎡（    53.4 坪） 　2,272,000 円 

11   伊佐市大口里 310 番 2 雑種地     224.00 ㎡（    67.0 坪） 　1,213,000 円

12   伊佐市大口曽木 1256 番 1

宅地     665.33 ㎡（201.6 坪）
　3,937,484 円
　　　  （建物込）建物（家屋）     63.06 ㎡ 木造瓦葺平屋建

建物（車庫）     14.25 ㎡ 木造スレート葺平屋建

　市有財産（土地）の売払いについて引き続き実施します。購入は先着順
となりますので、希望する人はお早めに申し込みください。なお、所在地
図や現地写真は財政課で閲覧されるか、市ホームページをご覧ください。

伊佐市の土地が
最低価格で購入できます

九州北部豪雨災害義援金の受付

募金箱

　７月５日からの記録的な豪雨により、九州北部において甚大な被害が発生しました。
　この災害で被災された方々を支援するため、次のとおり義援金を受け付けています。市民の皆さま
の温かいご支援、ご協力をお願いします。
　お寄せいただいた義援金は、伊佐市社会福祉協議会、日本赤十字社鹿児島県支部を通して、全額を
被災された皆さまへお届けします。
受付期限　８月 31 日（木）
受付時間　平日８時 30 分～ 17 時 15 分
受付場所　○大口庁舎１階　市民課窓口
　　　　　○菱刈庁舎１階　地域総務課窓口
　　　　　○大口ふれあいセンター１階窓口
　　　　　○菱刈ふるさといきがいセンター窓口
領収書が必要な場合
　社会福祉協議会本所（まごし館内）または大口支所

（大口元気こころ館内）に直接お持ちください。
問い合わせ先　総務課行政係　☎㉓１３１１　
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「
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防
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け
る
違
反
対
象
物
に
係
る
公
表
制
度
」

に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

概
　
　
要

　

平
成
24
年
５
月
に

広
島
県
福
山
市
に
お

い
て
７
人
の
死
者
が

で
た
ホ
テ
ル
火
災
な

ど
を
踏
ま
え
、
消
防
法
令
に
重
大
な
違

反
の
あ
る
防
火
対
象
物
の
名
称
や
違
反

内
容
等
を
利
用
者
へ
公
表
す
る
制
度
を

実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

利
用
者
等
の
防
火
に
対
す
る
認
識
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高
め
て
火
災
被
害
の
軽
減
を
図
る
と
と

も
に
、
防
火
対
象
物
の
関
係
者
に
よ
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適
正
な
防
火
管
理
と
消
防
用
設
備
等
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設
置
促
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ま
す
。
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湧
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合
火
災
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防
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意
見
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期
限

　

９
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１
日
（
金
）
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30
日
（
土
）

※
30
日
消
印
有
効

意
見
の
提
出
方
法　

　

用
紙
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意
の
用
紙
）
に
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氏

名
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話
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条
例
の
改
正
案
に
対
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意
見
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記
入
の
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え
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持
参
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た
だ
く
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
伊
佐
湧
水
消
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組
合
ホ
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ー
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ec-net.jp.

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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容
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事
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⑵
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⑶
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2
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所
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法
人
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び
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。
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付
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せ
ん
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ー
ム
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ー
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。
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。
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せ
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暑い夏の熱中症に注意
　この時期、熱中症は室内でも多く発生し、夜にも注意が必要です。熱中症の予防には水分補給と暑
さを避けることが大切です。のどの渇きを感じなくてもこまめに水分補給をしましょう。
水分補給が特に必要な時　○眠る前　○起床時　○作業中・前後　○入浴前後
熱中症を疑う症状　めまい・筋肉の硬直・頭痛・吐き気・倦怠感・意識障がい・けいれんなど
熱中症の応急処置　○涼しい場所へ移動し、衣服を緩め、安静に寝かせる
　　　　　　　　　○脇の下・太もものつけねなどを冷やす
　最悪の場合は命をおとすこともあります。意識がない場合は救急車を
呼び、症状がよくならない場合は医療機関を受診しましょう。
問い合わせ先　市民課健康推進係　☎㉓１３１１
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男女共同参画社会

平成 30 年度法政大学まちづくりチャレンジ
入学試験受験希望者募集

「男女共同参画基礎講座 in 出水」
受講生募集

　男女共同参画の基礎知識や理解を深めるための講座が
開催されます。受講してみませんか。
第 １ 回　９月 16 日（土）10 時～ 16 時
　　　　　テーマ：データで読み取る鹿児島県男女共同
　　　　　　　　　参画の現状と課題
第 ２ 回　９月 30 日（土）10 時～ 16 時
　　　　　テーマ：「私」を振り返り「私」に出会うワー
　　　　　　　　　クショップ
場　　所　出水市中央公民館小ホール
講　　師　たもつゆかりさん　髙﨑恵さん
申込期限　９月９日（土）

女性の公職参加状況（年度末調べ）　

年　　度 22 23 24 25 26 27 28

審議会等数 50 50 48 48 51 59 58

うち女性委員の
いる審議会等数 41 41 41 42 45 49 49

委員総数（人） 655 686 657 653 690 763 749

うち女性委員数
（人） 136 146 141 143 153 154 155

女性委員
比率 (%) 20.8 21.3 21.5 21.9 22.2 20.2 20.7

 

 

「出前講座」の募集 

男女共同参画に関することを職場・団体研修・グループで学んでみませんか。女

性グループに限らず、自治会・ＰＴＡなどでご利用ください。 

対象者：概ね５人以上参加できる市内の事業所・団体・グループ等 

時間：1 時間～1 時間 30 分程度  場所：伊佐市内  講師等：鹿児島県男女共同

参画地域推進員・伊佐市職員  内容：固定的な性別役割分担の意識や男女の人権

の尊重について  期間：平成 29 年 8 月から 30 年 3 月まで 

申込方法：企画政策課までお知らせください。申込書は、企画政策課、地域総務課

または校区コミュニティ協議会にあります。 

 

６月 23 日～ 29 日の「男女共同参画週
間」では、市立図書館で人権に関する
本や絵手紙風男女共同参画かるたを紹
介しました。このかるたは、伊佐市在
住の松下竹二郎さん作で、人物の表情
や絵柄から優しさや温かみが伝わって
きます。家庭や職場、学校、地域など
暮らしの中にある固定的役割分担意識
や慣例等の見直しなど、男女共同参画
の視点からみた、未来への願いが込め
られたものです。

申込・問い合わせ先
企画政策課共生協働推進係　　　☎㉓１３１１
鹿児島県男女共同参画センター　☎０９９・２２１・６６０３

　男女共同参画社会は、女性の人権だけをとらえたものではなく、あらゆる分野にわたる取組みです。
皆さんが安心して暮らせるよう、自治会等の身近な生活基盤のなかで、防災や環境美化、交通安全や
伝統行事の開催など、男女を問わず幅
広い年齢層で参画を行う人材育成の推
進が必要です。自治会やコミュニティ
などの組織運営に女性の参画を促し、
安全・安心な地域づくりを実行してい
きましょう。
　市では、委員会・審議会等委員の女
性登用率向上のため、女性自身が積極
的に団体に属し活動できるよう市役所
全体で取り組んでいます。

　推薦入学希望者に対して市が推薦をします。
なお、受験には資格要件がありますので、詳しくは市ホーム
ページをご覧いただくか、お問い合わせください。
募集人員　１人（市内の高等学校３校に在籍していること）
推薦対象学部学科　現代福祉学部福祉コミュニティ学科
申込期限　8 月 31 日（木）17 時まで
申込・問い合わせ先　伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第１係（大口ふれあいセンター２階）　☎㉙４１１３

自治体
推薦入試
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　６月 26 日、男女共同参画ワークショップ
デザイナーの髙﨑恵さんを講師に迎え、羽月
小学校で「男女共同参画学びの広場」が開催
されました。
　児童は簡単な遊びを通して、一人ひとりの
違いを尊重し合うことや自分の思いをしっか
りと伝えることの大切さを体感していました。

　７月５日、鹿児島県環境保全協会伊佐支部
会員の皆さんが、ボランティア活動として国
道 267 号線（笹野地区）の清掃作業を行い、
軽トラック１台分のゴミを回収されました。
　環境美化活動へのご協力ありがとうござい
ました。

男女共同参画学びの広場 ボランティアでごみ回収

カリスマ指導者による吹奏楽指導

　吹奏楽の「カリスマ指導者」として知られる藤重佳久氏（活水女子大学音楽学部教授）が６月
から７月にかけての４日間、伊佐市文化会館で
市内中学・高校生を指導されました。
　これは市教育委員会の中高生連携推進事業に
よるもので、大口中央中学校・菱刈中学校吹奏
楽部と大口高校音楽部の約 60 人が参加しました。
　藤重氏による指導で演奏は格段に変わり、の
びやかで一体感のある、壮大な演奏がホールに
響き渡っていました。
　藤重氏は、「楽譜を深く読みこむことが大事。
何より、楽しんで演奏して」と助言されました。
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　６月 28 日から７月１日までの４日間、市
内11か所の校区コミュニティ主催による「ふ
るさと学寮」が行われました。
　このふるさと学寮では、子どもたちが家庭
を離れて公民館などに宿泊し、地域の人の協
力を得ながら自分たちで炊事や洗濯といった
身の回りのことをして学校に通います。
　今年初めてふるさと学寮を行った平出水地
区では、９人の児童が参加。夕食の準備・片
付けや釜での炊飯を体験しました。

　６月 25 日、プロバスケットボールチーム
「鹿児島レブナイズ」の選手と市内の小中学
生が交流する「田んぼ　de　REBNISE」が行
われました。
　大口中央中学校バスケットボール部の生徒
など約 50 人が参加し、土生トレーナーによ
る体幹トレーニングやバスケ教室で基本の技
などを教わった後、菱刈中学校前の田んぼで
田植えをしました。
　チーム名に掛けて「れぶらいす」と名付け
られたお米は、11 月に収穫した後、レブナ
イズの試合会場で販売されます。また売り上
げの一部はチームの活動資金に充てる予定で
す。『ガンバレ　REBNISE!!』

　８月の全国高等学校総合体育大会に出場す
る伊佐農林高等学校カヌー部と、９月にチェ
コで開催される国際大会「オリンピックホー
プス」にジュニアの日本代表として出場する
同部の１年、﨑山渓さんと日高明依利さんが
市長を表敬訪問しました。
　﨑山さんは７月の世界ジュニア選手権（ル
ーマニア）と 10 月のアジア選手権（中国・
上海）にも出場します。
　市長の激励を受けた選手の皆さんは「練習
の成果を十分に発揮し、良い結果を残せるよ
う頑張ります」と意気込みを語りました。
　2020 年に向けて頑張ってください。

小学生が共同生活

田植えとバスケで交流・応援
カヌーで全国、世界へ

　６月 18 日に県立鴨池陸上競技場と補助競
技場で行われた「第 33 回南日本小中学生大
会・小学生の部兼第 33 回全国小学生陸上交
流大会県予選会」で大口小学校６年生の元田
葉月さんが走り幅跳びで１位に輝きました。
記録は４m32cm です。
　元田さんは８月 19 日に神奈川県で行われ
る全国大会に出場します。
　上位入賞をめざして頑張ってください。　

走り幅跳びで全国大会へ
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　伊佐市スターダストジュニアバレーボール
スポーツ少年団は、６月 25 日に牧園アリー
ナで開催された「第 37 回ファミリーマート
カップ全日本小学生バレーボール大会鹿児島
県予選」において３位に入賞しました。
　今後、８月 18 日から 20 日まで大分県別
府市で開催される「第 32 回全九州小学生バ
レーボール男女優勝大会」に鹿児島県代表と
して出場します。
　伊佐市スターダストジュニアの九州大会出
場はこれで３年連続となります。

　７月の運動強調月間に合わせ、３日、大口
庁舎玄関前で「社会を明るくする運動」のメ
ッセージ伝達式が行われました。伊佐市保護
区保護司会をはじめ市の関係者が出席し、総
理大臣と鹿児島県知事からのメッセージを市
長に伝達しました。
　また 15 日には忠元公園で、市内から 16
チーム、74 人が参加し、啓発活動としてグ
ラウンドゴルフ大会が開催されました。

県代表として九州大会出場社会を明るくする運動

　７月 15 日、針持小学校の校庭を 211 周
（42.195km）走る「第９回針持ナイターフ
ルマラソン」が開催されました（表紙）。
　西日が照りつけるなか、10 チーム約 270
人が参加。子どもから大人まで力いっぱい走
り、たすきをつないでゴールをめざしました。
　優勝は、大口中央中サッカー部チームで、
タイムは１時間 58 分（マラソン男子日本記
録は２時間６分 16 秒）。２時間以内に完走
したチームは大会史上初めてで、最高記録と
なりました。

　７月 13 日、山野小学校６年生が校区の石
井自治会に伝わる「石井鎌手（かまんて）踊
り」を習得するため、保存会の皆さんによる
指導を受けました。
　児童たちは「卒業生から教わっていたもの
より、もっと詳しく知ることができた。難し
い動きもあるけど、がんばりたい」とお手本
の踊りを繰り返し見ながら、熱心に練習して
いました。
　今後も保存会の皆さんと練習を重ね、11
月に行われる学校の学習発表会で発表します。

針持ナイターフルマラソン石井鎌手踊りの継承
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
係　

☎
㉓
２
３
７
７

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地

域
支
え
合
い
推
進
員
）
の
仕
事
は
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
（
家
）
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
・
助

け
合
い
の
互
助
支
援
を
広
め
る
こ
と
で

す
。　

　

今
後
、
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

を
支
え
る
仕
組
み
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

で
き
る
限
り
多
く
の
人
が
、
支
え
手
と

な
っ
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
良
い
地
域

づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
高
齢

者
に
と
っ
て
社
会
参
加
・
社
会
的
役
割

を
持
つ
こ
と
が
、
生
き
が
い
や
介
護
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

今
、
地
域
で
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る

活
動
を
体
験
し
た
り
、
取
材
す
る
こ
と

で
、
周
囲
に
も
拡
が
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

市
は
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
業
務
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
も
と
に
も
、
訪
問
し
て
お

～
ひ
と
り
の
「
ち
ょ
っ
と
」
を
地
域
の
力
に
～
　「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
「
人
生
の
年
輪
」

わ
た
し
の
ま
ち
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

８
月
の
対
象
活
動

○
健
康
相
談
、
子
宮
・
乳
が
ん
検

　

診
、
脳
卒
中
予
防
講
演
会
、
元

　

気
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
忠
元

話
を
伺
う
機
会
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

夢
中
に
な
れ
る
未
来
へ
、
一
歩
踏
み
出
そ
う
！

警
察
官
Ｂ
採
用
試
験

　

鹿
児
島
県
警
察
で
は
、
高
等
学
校
卒

業
程
度
の
人
を
対
象
と
し
た
警
察
官
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。（
大
学
を
卒

業
ま
た
は
来
春
卒
業
見
込
み
の
人
は
対

象
外
）

試
験
区
分

　

警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
女
性
・
武
道
）

受
験
資
格

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
学
校

教
育
法
に
よ
る
４
年
制
以
上
の
大
学
を

卒
業
ま
た
は
来
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

人
も
し
く
は
こ
れ
ら
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
人
を
除

く
。）

　

な
お
、
武
道
区
分
で
の
受
験
を
希
望

す
る
場
合
は
、
受
験
資
格
に
該
当
す
る

男
性
で
、
柔
道
２
段
（
高
等
学
校
を
来

年
3
月
卒
業
見
込
み
の
人
は
初
段
）
以

上
ま
た
は
剣
道
２
段
以
上
で
あ
る
こ
と

が
必
要
。

受
付
期
間

　

８
月
２
日
（
水
）
～
18
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
18
日
消
印
有
効

第
１
次
試
験　

９
月
17
日
（
日
）

試
験
内
容

　

教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
身
体
一
般

検
査
・
実
技
試
験
（
武
道
の
み
）

試
験
会
場

　

鹿
児
島
市
、
鹿
屋
市
、
奄
美
市

※
武
道
は
鹿
児
島
市
の
み

試
験
案
内
請
求
先

　

鹿
児
島
県
警
察
本
部
及
び
県
下
各
警

察
署
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

☎
０
９
９
・
２
０
６
・
２
２
２
０

生活支援コーディネーター紹介

ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ  ＰＯＬＩＣＥ

社会福祉協議会  地域福祉担当
福元秀明（33 歳）

　伊佐市に住んで４
年 目 に な り ま し た。
地域の皆さまが笑顔
で暮らし続けられる
よう、これまで以上
に地域が元気になる
ように頑張ります。
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問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
相
談
係　

☎
㉓
１
３
１
１

「発達障がい」と「睡眠」

逆
転
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
一
度
リ
ズ
ム
が

崩
れ
る
と
元
に
戻
り
に
く
い
の

も
特
性
の
ひ
と
つ
で
す
。

体
も
心
も
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
た

め
の
睡
眠

　

生
活
リ
ズ
ム

を
整
え
る
た
め

に
は
、
睡
眠
リ

ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
が
お
す
す

め
で
す
。
毎
日
、
決
ま
っ
た
時

間
に
起
き
て
決
ま
っ
た
時
間
に

眠
る
こ
と
で
、
日
中
の
活
動
に

集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

体
の
大
き
さ
や
発
達
に
個
人

差
が
あ
る
よ
う
に
、
睡
眠
時
間

に
も
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
睡

眠
時
間
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な

く
、
個
人
が
日
中
の
眠
気
で

困
っ
て
い
な
け
れ
ば
そ
れ
で
十

分
と
言
え
ま
す
。
発
達
障
が
い

を
も
つ
お
子
さ
ん
は
刺
激
に
過

敏
で
あ
っ
た
り
、
ま
わ
り
の
音

や
光
な
ど
些
細
な
こ
と
が
気
に

な
り
、
そ
ち
ら
に
意
識
が
集
中

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
常
生
活
に
お
け
る

ス
ト
レ
ス
や
不
安
が
睡
眠
を
妨
げ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
眠
り
に
つ
き
や
す
く
な
る
た
め
の
工
夫
を
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

睡
眠
リ
ズ
ム
を
整
え
る
方
法

①
日
中
の
活
動
量
を
増
や
す

②
昼
寝
は
午
後
3
時
の
20
～
30
分
前
を
目
処
に
し
、
夕
方
以
降

　

や
長
め
の
昼
寝
は
避
け
る

③
寝
る
数
時
間
前
に
は
部
屋
を
暗
く
す
る

④
遮
光
カ
ー
テ
ン
で
光
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
す
る

⑤
部
屋
を
眠
り
や
す
い
環
境
に
調

　

整
す
る
（
温
度
、
寝
具
の
感
触

　

な
ど
）

⑥
寝
る
前
の
行
動
を
規
則
正
し
く

　

し
、
睡
眠
ま
で
の
ス
ム
ー
ズ
な

　

流
れ
を
つ
く
る

　

毎
日
の
睡
眠
リ
ズ
ム
を
整
え
て
、

楽
し
い
夏
休
み
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら

　

一
人
ひ
と
り
に
合
う
関
わ
り
方
を
、
共
に
考
え
る
仲
間
が
い

ま
す
。
身
近
な
学
校
や
保
育
園
・
幼
稚
園
の
先
生
に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は
、
市
の
保
健

師
、
臨
床
心
理
士
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

伊
佐
市
役
所
こ
ど
も
課
こ
ど
も
相
談
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

伊
佐
市
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
　
　

☎
㉙
５
５
１
１

発
達
障
が
い
と
睡
眠

　

夏
休
み
は
登
校
す
る
日
常
と

違
っ
て
、
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。
発
達
障
が

い
を
も
つ
お
子
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
特
に
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

発
達
障
が
い
と
は
、
生
ま
れ

つ
き
脳
の
発
達
が
通
常
と
は
異

な
る
特
性
を
も
っ
て
い
る
状
態

で
す
。
も
の
ご
と
の
捉
え
方
、

関
心
の
向
く
所
、
行
動
の
仕
方

な
ど
が
、
多
く
の
人
と
違
う
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

特
性
の
影
響
に
よ
っ
て
、
体
を

休
め
る
こ
と
が
苦
手
な
人
も
多

数
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
眠
る

ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て
朝
起

き
る
の
が
困
難
に
な
り
、
昼
夜
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南三陸だより
Vol. 64

　

　

レ シ ピ

にがごりの
梅おかか和え

〈作り方〉　
①にがごりの種を取り、薄くスライ
　スしてしばらく塩水につける。水
　を切り、お湯をかける。
②①を氷水につけてから水気を絞る。
③梅干しの種を取って刻む。
④ボウルに②と③、おかか・醤油・
　うま味調味料を入れて混ぜる。

生
Vol.82

「シャキッとした食感がたまらない」

〈材　料〉（４人分）
にがごり（苦瓜）２本
梅干し　　　　　５個
おかか　　　　　１袋
醤油　　　　　　少々
うま味調味料　　少々

　

記
録
的
な
大
雨

に
よ
る
被
害
の
あ

っ
た
福
岡
県
朝
倉

市
へ
は
、
平
成
27

年
度
に
南
三
陸
町

の
職
員
３
人
が
防

災
講
演
会
の
講
師

と
し
て
招
か
れ
、

災
害
が
起
き
た
時

の
心
構
え
や
初
動
、
そ
の
後
の

復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
話
を
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
災
害
に
つ
い
て
、
そ

の
時
講
師
と
な
っ
た
職
員
は

「
朝
倉
市
の
皆
さ
ん
の
安
否
を

祈
り
な
が
ら
、
講
演
会
を
通
じ

て
知
り
合
っ
た
人
と
連
絡
を
取

り
、
何
か
お
手
伝
い
で
き
る
こ

と
が
無
い
か
尋
ね
た
い
。
講
演

会
の
内
容
が
、
聴
講
さ
れ
た
人

の
避
難
時
や
災
害
後
の
ご
自
身

の
行
動
に
何
か
役
に
立
て
た
と

す
れ
ば
、
講
演
会
も
意
義
の
あ

る
も
の
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
減
災
の
役
に
立
て
た
の
で

は
な
い
か
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

鹿
児
島
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
到

来
で
す
。
異
変
を
感
じ
た
ら
す

ぐ
に
避
難
を
す
る
な
ど
、
十
分

に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

南
三
陸
町
内
で
は
、
７
月
20

日
に
ア
ッ
プ
ル
タ
ウ
ン
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
、

薬
局
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
併
設
し
た
複
合
施
設
で
、
町

民
の
生
活
の
拠
点
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
に

オ
ー
プ
ン
し
た
『
さ
ん
さ
ん
商

店
街
』
と
『
ハ
マ
ー
レ
歌
津
』

と
の
共
存
も
図
る
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
特
色

を
生
か
し
た
販
売
を
展
開
で
き

る
か
が
カ
ギ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

役
場
新
庁
舎
の
建
設
も
９
月

の
開
庁
に
向
け
着
実
に
進
ん
で

い
ま
す
。　
　
　
（
柏
木
聡
司
）

アップルタウン

新庁舎

和
え
物



夏休み
の学習に！

◎海音寺潮五郎記念	
　「銀杏文芸賞」締切：８月 21 日
　「読書感想文・画コンクール」
　対象：小・中・高校生
　締切：９月 29 日
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】

※市ホームページの新刊案内で上記以外の本も紹介しています。
　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時
※大口図書館は７・14・21・28 日
　は開館

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　かわうそ３きょう
だいが、森でいちば
ん強い生きもの、ト
ラ に 会 い に 行 く !?
旭山動物園で飼育係
だった著者がいちば
ん好きな動物、かわ
うそを描く。
　所蔵館：両館

　デートの途中、
突然時が止まった。
動かない街に現れ
たのは、「神」と
名乗るアヤしげな
男たちで…。心ぬ
くもる、神頼みエ
ンタメ。
　所蔵館：両館

パーマネント神喜劇　万城目学

（出版：小峰書店）

一  般

（出版：新潮社）

かわうそ 3 きょうだいとらのまき　あべ弘士

【　児　童　】 所蔵館
へんしんテスト	 あきやまただし 両館
こんとんじいちゃんの裏庭 村上しいこ 両館
靴屋のタスケさん 角野栄子 両館

【　一　般　】 所蔵館
dele 本多孝好 両館
薫風ただなか あさのあつこ 両館
もう生まれたくない 長嶋有 両館

【イベント情報】
ブックスタート
日　時　８月８日（火）4 か月健診時
場　所　まごし館
内　容　赤ちゃんと保護者へ絵本等プレゼント
第 2・3・4 回夏休みおはなし会					  
日　時　８月 4・18・25 日（金）10:30 ～ 11:00		
場　所　菱刈図書館おはなしコーナー				  
スタッフ　図書館ボランティア「おはなしミッケ！」
ふれあいメルヘンひろば
日　時　８月 26 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本や紙
　　　　芝居の読み聞かせ

○

【８月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

○
○
○○

○

図書館
  キャラクター

さ
く
ら

いさと

伊
佐
図

大口図書館のみ、夏休み期間は

休館日も開館します

利用時間：９時～ 17 時
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伊佐市からのお知らせ

お
知
ら
せ

広告

　

夏
休
み
を
締
め
く
く
る
イ
ベ
ン
ト
「
ナ
イ

タ
ー
陸
上
競
技
大
会
」
と
「
か
け
っ
こ
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。
夏
の
思
い
出
づ
く
り
や
運

動
会
へ
の
練
習
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
　
　
日　

８
月
19
日
（
土
）

ナ
イ
タ
ー
陸
上
競
技
大
会

▽
か
け
っ
こ
教
室　

16
時
～

　

受
付
15
時
30
分
～　

　

対
象
：
小
中
学
生

▽
競
技
大
会　

受
付
17
時
～

　

開
会
式
17
時
30
分
～

　

競
技
開
始
18
時
30
分
～

※
少
雨
決
行
（
荒
天
の
場
合
は
中
止
）

場
　
　
所　

伊
佐
市
陸
上
競
技
場

種
　
　
目

○
１
０
０
ｍ　

小
・
中
・
高
校
・
一
般
男
女

○
８
０
０
ｍ　

小
学
男
女

○
２
０
０
０
ｍ　

中
学
・
高
校
・
一
般
女
子

○
３
０
０
０
ｍ　

中
学
・
高
校
・
一
般
男
子

○
走
り
幅
跳
び　

中
学
・
高
校
・
一
般
男
女

制
　
　
限　

１
人
２
種
目
ま
で

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

８
月
14
日
（
月
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係☎

㉖
１
５
７
８

　

小
学
１
年
生
か
ら
18
歳
（
18

歳
到
達
後
の
最
初
の
3
月
31

日
ま
で
）
の
子
ど
も
の
治
療
の

た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費
の

自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　

子
ど
も
を
監
護
し
て
い
る
世
帯
の
合
計
所

得
が
３
５
０
万
円
以
下
の
世
帯

①
１
回
の
入
院
が
１
泊
２
日
以
上
の
場
合　

　

○
退
院
し
た
月
の
翌
月
か
ら
６
か
月
以
内

　
　

に
申
請

②
１
か
月
の
医
療
費
が
３
、０
０
０
円
を
超

　

え
た
場
合
（
非
課
税
世
帯
に
限
る
）

　

○
平
成
29
年
１
月
～
７
月
分

　
　

平
成
29
年
８
月
～
10
月
に
申
請

　

○
平
成
29
年
８
月
～
12
月
分

　
　

平
成
30
年
１
月
～
３
月
に
申
請

③
１
年
間
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
総
額
が

　

８
万
円
を
超
え
た
場
合

　

○
平
成
29
年
１
月
～
12
月
分

子
ど
も
安
心
医
療
費
助
成
制
度

日
　
　
時　

８
月
26
日
（
土
）
受
付
17
時
～

　
　
　
　
　

試
合
開
始
17
時
30
分
～

ひ
し
か
り
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
主
催
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

市
営
プ
ー
ル
臨
時
休
業

８
月
の
伊
佐
自
然
体
験
活
動

　

次
の
日
時
は
花
火
大
会
の
準
備
の
た
め
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

日
　
　
時　

８
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　

15
時
～
17
時
30
分

※
延
期
の
場
合
は
６
日
（
日
）
同
時
間
休
業

問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係☎

㉖
１
５
７
８

　

川
遊
び
や
カ
ヌ
ー
体
験
を
楽
し
も
う
。
食

の
体
験
も
あ
り
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

日
　
　
時　

８
月
20
日
（
日
）
10
時
～
13
時

　
　
　
　
　

受
付
９
時
30
分
～

場
　
　
所　

羽
月
川
（
轟
公
園
横
）

対
象
者　

未
就
学
児
～
中
学
生
と
そ
の
保

　
　
　
　
　

護
者

定
　
　
員　

先
着
40
人

　
　

平
成
30
年
１
月
～
３
月
に
申
請

※
②
・
③
は
①
で
助
成
を
受
け
た
分
に
つ
い

　

て
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類

○
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書

○
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

○
申
請
者
の
振
込
口
座
が
分
か
る
も
の

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

準
備
す
る
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
着
替
え
、

　
　
　
　
　

ぬ
れ
て
も
脱
げ
に
く
い
履
物

申
込
方
法　

9
時
以
降
に
電
話
で
申
し
込
み

　
　
　
　
　

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

8
月
10
日
（
木
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク　

☎
０
８
０
・
２
７
８
２
・
１
１
３
９

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

　
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」

に
伴
い
伊
佐
市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま

す
。

日
　
　
時　

８
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　

11
時
45
分
～
13
時

　
　
　
　
　

受
付
11
時
30
分
～

場
　
　
所　

伊
佐
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

第
９
回
伊
佐
市
戦
没
者
追
悼
式
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　姶良・伊佐地域振興局（姶良保健
所）、県立北薩病院及び伊佐市合同
による健康セミナーを開催します。
日　　時　８月 27 日（日）
　　　　　12 時～ 16 時
場　　所　大口ふれあいセンター３階
※入場無料（事前申込不要）
〇講演１　「打倒脳卒中！今すべきこと」
　講師　大石充氏（鹿児島大学心臓血管・高血圧内科学）
〇講演２　「脳卒中を予防しよう！～食事の工夫～」
　講師　永登康博氏（県立北薩病院栄養管理室管理栄養士）
〇リフレッシュ体操
〇薬剤師、管理栄養士、理学療法士等による相談
〇血糖検査、骨密度・体脂肪測定などの健康チェック
〇減塩メニュー、脳卒中予防に関する展示
問い合わせ先
姶良保健所健康企画課　☎０９９５ ・４４ ・７９５３
県立北薩病院　　　　　☎㉒８５１１
市民課健康推進係　　　☎㉓１３１１

市民のための健康セミナー
脳卒中予防講演会

広告

第
10
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
落
語
会

日
　
　
時　

９
月
16
日
（
土
）
開
演
14
時

　
　
　
　
　

開
場
13
時
30
分
～

会
　
　
場　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

特
別
賛
助
出
演　

チ
ー
ム　

ち
む
ど
ん

入
場
料　

大
人
１
、
５
０
０
円

※
小
・
中
・
高
校
生
は
無
料

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
店

　

オ
ニ
ツ
カ　
　
　
　
　
　

☎
㉒
０
３
０
２

出
　
　
演

　

春
し
ゅ
ん
ぷ
う
て
い

風
亭　

柳り
ゅ
う
の
す
け

之
助
氏
（
伊
佐
市
出
身
）

場
　
　
所

　

菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト

○
混
成
の
部
（
女
性
が
１
人
以
上
）

○
女
子
の
部
（
チ
ー
ム
が
全
員
女
性
）

参
加
料　

1
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

申
込
方
法

　

菱
刈
改
善
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
持
参
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

８
月
18
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
口
伊
佐
（
井
上
）

☎
㉒
６
７
９
６

　

計
量
法
に
よ
り
、
水
道
メ
ー
タ
ー
は
８
年

で
取
り
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
委
託
す
る
市
内
の
管
工
事
組
合
等
が

対
象
の
ご
家
庭
に
伺
い
、
無
料
で
交
換
し
ま

す
。
メ
ー
タ
ー
器
本
体
は
貸
与
と
な
り
ま
す

の
で
、
管
理
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

対
象
の
ご
家
庭
に
は
事
前
に
検
針
票
に
て

８
月
の
市
水
道
メ
ー
タ
ー
器
取
替
え

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
大
口
地
区
】　
園
田
・
鳥
巣
上
・
鳥
巣
下
・

　
　
　
　
　
　

大
島
北
・
大
島
南

【
菱
刈
地
区
】　
花
北
下
・
花
北
上
・
下
市
山
・

　
　
　
　
　
　

東
市
山
・
上
市
山

取
替
え
に
つ
い
て
の
お
願
い

▽
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。

▽
不
在
で
も
作
業
を
行
い
、
取
替
済
の
お
知

　

ら
せ
を
郵
便
受
け
等
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
管
理
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

　

農
業
・
林
業
・
水
産
業
を
将
来
の
職
業
と

し
て
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時　

8
月
11
日
（
金
）
10
時
～
16
時

会
　
　
場　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階
大
ホ
ー
ル

※
予
約
は
不
要
、
服
装
は
自
由
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

（
公
社
）鹿
児
島
県
農
業
・
農
村
振
興
協
会（
県

庁
内
）　

☎
０
９
９
・
２
１
３
・
７
２
２
３

か
ご
し
ま
就
農
・
就
業
相
談
会

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
㉖
１
５
７
８
・　

㉖
１
０
５
５



ISA City Public Relations  2017.08.01　　22

伊佐市からのお知らせ

募　
　

集

日
　
　
時　

８
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

簿
記
講
座
参
加
者
募
集

　

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
建
設
部
伊
佐
市

駐
在
が
行
う
河
川
工
事
の
建
設
発
生
土
を
受

け
入
れ
る
候
補
地
を
公
募
し
ま
す
。

工
事
箇
所

　

一
級
河
川　

市
山
川
（
大
口
青
木
）

対
　
　
象　

法
人
・
個
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

公
募
期
間　

8
月
1
日
（
火
）
～
31
日
（
木
）

申
込
方
法

　

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
建
設
部
伊
佐
市

駐
在
に
あ
る
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
入
条
件

①
受
入
れ
は
無
償

②
受
入
土
量
は
原
則
と
し
て
１
、０
０
０
㎥
以

　

上
③
法
令
上
の
問
題
が
な
い
こ
と
（
農
地
法
・

　

林
地
法
等
の
許
可
の
取
得
）

河
川
工
事
に
伴
う
建
設
発
生
土
の
無

償
受
入
れ
候
補
地
の
公
募

　

※
土
砂
の
搬
入
に
よ
り
、
農
地
の
用
途
が

　
　

変
わ
る
場
合
に
は
農
業
委
員
会
に
届
け

　
　

出
が
必
要

④
大
型
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
（
10
ｔ
車
）
で
の

　

搬
入
が
可
能
で
あ
る
こ
と

⑤
建
設
発
生
土
の
土
質
は
指
定
で
き
な
い

⑥
建
設
発
生
土
の
運
搬
の
み
（
県
で
整
地
転

　

圧
は
実
施
し
ま
せ
ん
）

※
そ
の
他
疑
問
が
あ
る
場
合
は
協
議
し
ま
す
。

決
定
方
法

　

申
請
場
所
や
諸
条
件
、
事
業
の
効
率
性
等

を
検
討
し
て
選
定
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
建
設
部
伊
佐
市
駐

在
（
県
伊
佐
庁
舎
）　　
　

☎
㉓
５
１
６
４

場
　
　
所　

ま
ご
し
館

内
　
　
容　

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
歌
・
軽
い

　
　
　
　
　

運
動

参
加
料　

無
料

参
加
資
格　

概
ね
60
歳
以
上
の
人

申
込
期
限　

８
月
23
日
（
水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
１
１
６
６

　

地
域
を
担
う
人
材
の
育

成
を
支
援
す
る
た
め
、
伊

佐
農
林
高
等
学
校
の
先
生

が
講
師
と
な
り
簿
記
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

期
　
　
日

　

９
月
７
日
（
木
）
～
平
成
30
年
１
月
25
日

（
木
）
の
毎
週
木
曜
日

時
　
　
間　

17
時
～
19
時

場
　
　
所　

伊
佐
農
林
高
等
学
校
簿
記
室

対
象
者　

市
内
在
住
の
19
歳
以
上
の
人

講
座
内
容　

簿
記
の
基
礎
・
決
算
・
取
引
の

　
　
　
　
　

処
理
・
会
計
帳
簿
と
帳
簿
組
織

募
集
人
数　

15
人

費
　
　
用　

受
講
料
無
料

※
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
・
検
定
代
等
は
自
費

準
備
す
る
物　

電
卓
・
筆
記
用
具

資
格
取
得　

平
成
30
年
１
月
28
日
（
日
）

　

全
国
商
業
高
等
学
校
協
会
主
催
の
簿
記
実

務
検
定
試
験
３
級
合
格
を
め
ざ
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
受
講
希
望
動
機
等
を
記
入
し
、
申

込
先
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
人
数
を
超
え
る
場
合
は
、
抽
選
と
な

　

り
ま
す
。

申
込
期
限　

８
月
25
日
（
金
）
必
着

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
５
０
６

伊
佐
市
大
口
原
田
５
７
４

県
立
伊
佐
農
林
高
等
学
校
（
後
野
・
山
田
）

☎
㉒
１
４
４
５

こちらのデザインを

お願いします。

↓

↓

↓

広告

日
　
　
時　

８
月
19
日
（
土
）
10
時
～
11
時

場
　
　
所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
　

和
室

内
　
　
容

　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ぎ
ん
な
ん
」
に
よ
る
本
の
読
み

聞
か
せ
・
映
画
上
映
「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽

隊
」・「
か
ん
す
け
さ
ん
と
ふ
し
ぎ
な
自
転
車
」

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
務
局

☎
㉖
１
５
５
４

夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会
＆
お

は
な
し
会
（
無
料
）

　

次
の
日
程
で
献
血
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
　
時　

８
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　

12
時
45
分
～
14
時　
　
　

場
　
　
所　

伊
佐
市
役
所
菱
刈
庁
舎　
　

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
健
康
推
進
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

４
０
０
ml
献
血
に
ご
協
力
を
!!
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（
６
月
２
日
～
６
月
29
日
受
付
分
）

赤
木　

ゆ
う
こ
（
清
一
郎
・
弥
生
／
重
留
西
）

安
藤　

心こ
こ
な絆

（
和
之
／
並
木
）

池
渕　

廉れ
ん
せ
い世（

亮
佑
・
真
利
佳
／
小
木
原
上
中
）

池
本　

有あ
る
と杜

（
大
輔
・
美
保
／
浜
里
）

今
村　

柚ゆ
ず
き月

（
八
起
・
美
紀
／
小
路
）

岩
崎　

亜あ

ゆ

み
裕
美
（
裕
一
郎
・
絢
香
／
崎
山
東
）

上
原　

大ひ
ろ
と翔

（
浩
一
・
か
お
り
／
里
町
）

川
原　

結ゆ
い心

（
誠
・
真
奈
美
／
朝
日
町
）

貴
嶋　

心こ
と
み都

（
克
次
・
佳
代
／
仲
町
）

佐
々
木　

唯ゆ
い

（
誠
／
浜
里
）

砂
坂　

優ゆ
め芽

（
太
洋
・
朝
江
／
青
木
ケ
島
）

高
瀬　

め
い
（
泰
三
・
愛
美
／
駅
前
）

角
崎　

瑞み
ず
き希

（
貴
朗
・
裕
子
／
中
戸
切
）

西
原　

朱あ
か
り莉

（
舟
太
・
み
さ
き
／
西
本
町
）

（
６
月
１
日
～
６
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

大
久
保　

照
子　
　

78
（
元
町
実
業
）

園
田　

タ
ミ　
　
　

98
（
牛
尾
）

兵
底　

正　
　
　
　

91
（
郡
山
）

福
島　

松
雄　
　
　

89
（
里
町
）

宮
園　

康
雄　
　
　

81
（
忠
元
）

元
田　

國
子　
　
　

98
（
諏
訪
馬
場
）

森　

勝
己　
　
　
　

74
（
中
戸
切
）

山
下　

清
俊　
　
　

83
（
上
元
町
）

山
野
地
区

荒
平　

俣
夫　
　
　

81
（
荒
平
）

熊
ケ
迫　

博
久　
　

82
（
小
木
原
中
）

坂
本　

眞
理
子　
　

80
（
春
村
）

中
村　

義
人　
　
　

73
（
境
目
）

永
田　

ク
ニ
子　
　

77
（
小
木
原
東
）

福
田　

ヨ
リ
子　
　

85
（
上
之
馬
場
）

藤
澤　

五
男　
　
　

91
（
小
木
原
上
中
）

羽
月
校
区

下
白
木　

芳
信　
　

78
（
白
木
）

　
　

　
　

　　  伊佐さわやかあいさつ運動
７月活動

大口酒造㈱

中
間　

美
彦　
　
　

86
（
駅
前
）

山
田　

か
な
子　
　

69
（
大
島
南
）

西
太
良
地
区

吉
松　

貞
仁　
　
　

68
（
山
神
）

菱
刈
地
区

小
田　

文
雄　
　
　

51
（
築
地
）

鍋
倉　

武
文　
　
　

87
（
重
留
西
）

前
原　

洋
一　
　
　

57
（
湯
之
元
）

松
田　

ト
シ
エ　
　

94
（
啓
明
園
）

本
城
地
区

園
田　

と
き
子　
　

90
（
小
川
添
）

茅
原　

喜
彦　
　
　

87
（
下
荒
田
）

平
田　

チ
ズ
子　
　

91
（
本
城
麓
）

藤
本　

マ
ツ
子　
　

89
（
岩
坪
）

虐待かもと思ったら 189 番へ

児童相談所全国共通ダイヤル

お近くの児童相談所につながります

櫨
元　

優ゆ
あ杏

（
裕
・
妙
／
大
道
）

前
田　

皐さ
つ
き月

（
紘
希
・
三
都
子
／
浜
里
）

丸
田　

虎こ
て
つ徹

（
秀
和
・
厚
美
／
境
目
）

吉
加
江　

慧け
い

（
斉
央
・
佐
央
理
／
重
留
西
）

渡
邊　

日ひ
ゆ
う優

（
秀
樹
・
優
子
／
大
田
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

　

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

広告
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人口のうごき

H29. ７. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

冬
の
寒
さ
が
う
そ
の
よ
う
に
、
夏
は
猛
暑

な
伊
佐
市
。
学
生
は
夏
休
み
を
迎
え
、
プ
ー

ル
や
川
、
海
に
出
掛
け
る
こ
と
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
特
集
「
曽
木
の
滝
公
園
」
は
伊
佐

市
屈
指
の
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
も
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
周
辺
を
散
策
さ
れ
る
の
も
面
白
い
で
す
よ
。

ち
な
み
に
私
の
お
気
に
入
り
は
第
１
発
電

所
跡
で
す
！
滝
か
ら
少
し
離
れ
た
そ
こ
は
し

っ
と
り
と
静
か
な
雰
囲
気
が
流
れ
、
小
さ
な

ト
ン
ネ
ル
を
思
わ
せ
る
ヘ
ッ
ド
タ
ン
ク
跡
が

深
い
歴
史
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
木
漏
れ
日
も

心
地
よ
く
、
同
じ
公
園
内
に
あ
る
の
に
滝
と

は
ま
る
で
違
う
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
。
ぜ
ひ
直
接
体
感
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

８
月
に
入
り
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
暑
く
な
る

で
し
ょ
う
。
健
康
と
安
全
に
は
十
分
に
注
意

し
、
楽
し
い
夏
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

総人口　26,769 人　  （－       18）
　男　　12,441 人　  （－       10）
　女　　14,328 人　  （－           8）
世帯数　13,673 世帯  （－       19）

検索

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入の上、ご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプレゼ
　ントが当たります。当選者の
　発表は商品の発送をもってか
　えさせていただきます。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

㉒９４２０
koho@city.isa.lg.jp

９
月
号
のプレ

ゼ
ン
ト

伊佐黄金米（２kg） （小北農場提供）

海
音
寺
潮
五
郎
、
古
関
裕
而
両
大
家
に
な
る

大
口
高
校
校
歌
は
伊
佐
の
宝
の
ひ
と
つ
。
南
日
本

新
聞
に
載
っ
て
初
め
て
聞
い
た
日
の
感
激
を
思
ひ

出
す
。

あ
れ
は
青
年
学
校
（
現
中
央
中
学
校
）
の
講
堂

羽
月
か
ら
聞
き
に
出
掛
け
た
。

あ
の
日
か
ら
こ
の
格
調
高
い
校
歌
を
甲
子
園
の

空
に
響
か
せ
た
い
と
思
ひ
続
け
て
来
た
。
そ
ん
な

思
ひ
が
作
詞
当
時
か
ら
あ
っ
た
と
知
っ
て
嬉
し
か

っ
た
。
あ
の
校
歌
初
演
当
時
の
事
覚
え
て
お
い
で

の
方
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
あ
の
清
新
な
歌

詞
に
出
逢
っ
た
日
の
感
激
共
有
し
た
い
も
の
で
す

ね
。　
　
　
　
　
　
　
（
青
木　

Ｅ
・
Ｈ　

90
代
）

年
々
早
起
き
に
な
っ
て
、
う
す
暗
い
中
の
散
歩

が
多
く
な
っ
た
。
と
あ
る
家
で
は
、
部
屋
に
明
り

が
つ
く
と
庭
の
木
が
ガ
ラ
ス
窓
い
っ
ぱ
い
に
影
法

師
と
な
っ
て
映
し
出
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
の
神
社
に

奉
納
さ
れ
た
ツ
ル
ト
ボ
シ
（
六
月
燈
）
の
大
型
版

を
見
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

そ
の
構
図
が
、
建
築
と
造
園
が
融
合
し
た
先
進

例
の
よ
う
に
思
え
て
、
あ
れ
こ
れ
想
像
す
る
楽
し

み
の
場
と
な
っ
た
。
以
来
、
当
の
家
は
早
朝
散
歩

の
目
的
地
と
な
っ
て
、
か
の
窓
を
自
称
「
シ
ル
エ

ッ
ト
窓
」と
名
付
け
た
。（
静
岡
県　

Ｈ
Ｎ　

80
代
）

・
テ
ル
テ
ル
坊
主
て
る
坊
主

　
　

水
曜
日
天
気
に
し
て
お
く
れ

・
忠
元
で　

歩
い
て
流
す　

ス
ト
レ
ス
を　
　
　

　
（
大
口　

Ｔ
②　

70
代
）

8
月
11
日
に
吉
松
で
開
催
さ
れ
る
音
楽
フ
ェ
ス

に
大
口
出
身
の
プ
ロ
ド
ラ
マ
ー
田
口
耕
郎
さ
ん
が

出
演
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

（
吉
松　

reirinn　

50
代
）

Ｅ
・
Ｈ
さ
ん
、
私
も
誇
ら
し
く
校
歌
を
歌
っ
て

い
た
日
を
思
い
出
し
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
“
宝
”
で
す
ね
。


